
II-3遺跡整備・復元事業と展示

平城宮跡・藤原宮跡等の整備

1.朱雀門の復元事業

本年度の実績 平成5年度に若手した朱雀1"]の復元事業

は、本年度すべての工事が終了し、2月41:1に竣工式が

行われた。

本年度は以下の工~J.を行った。 屋根瓦茸と鴎尾の抗lf え

付け、 二重高欄の組立、妻の大壁などの漆l喰塗り 、二重

の丹土塗り及ひ:'Wi土塗り、風鍔、尾垂木の木口金物など

の鋳金物の製作と取り付け等の工事。これと並行して、

妻壁の絡子組、小屋内の筋逃など耐震補強工事を行った。

これら本体工事が完了後、鉄骨造の素屋線、仮設事務所

~;の解体を行い、 ìj'j 婦、跡片付けを行い、すべての工事

を完了した。 (村田健一)

初盤柱立 初霊草自昔日 ・小屋組組立

二盈小屋組 ・垂木組立 邸尾製作
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復原研究と事業の経過

II{!利 39~li I 朱名門跡の発抑制空t(第16.17次)が行われ、
1 I"Jの位位と規伎を確認

|間利401Jo1 米1i!門の復原燃型を10分のlの紛N.で作製

IIrl利例年 If'JLJ成宮跡技術にともなうill物(朱*1"1)復)i;¥に
際しての材料-工法の検討」 の ~ø:4術研究に新手
H併11601ドまでの 7~ I:: II日

附 6内 |特別研究 「平糊料門の蹴と仰にl則する
研究」に若手 |昭和6311二までの3年111]

向上 | 上氾研究の開始にともない 「平城宮朱筏I"J制持
| 研究会」を設lrti主型rw氏ほか8名の委只を委嘱

平成元年| 基j丘復以工事若手

平成211日 | 朱往門紛:を再発~Iil (第211次)
| 礎石は自然石であったことを縦認

平成41ド | 恭11t復原工事完了

平成51，ド | 本体工事治手

平成1011:: 1 復原工事完了

初盈軒廻り組立 二盗事由部等組立

二霊屋根瓦苔 大壁耐震繍強
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